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本論文の前半の目標は, 次のウィルソンの定理を証明することである.

定理 1 (ウィルソンの定理). すべての素数 pに対し,

(1) (p− 1)! ≡ −1 (mod p)

となる. 逆に, p ∈ Z (p > 1)が合同式 (1)を満たせば, pは素数である.

証明の鍵は次の命題を示すことである.

命題 9. pを奇素数とする. a ∈ Z (p ∤ a)に対し,

(p− 1)! ≡ −
(
a

p

)
a(p−1)/2 (mod p)

となる.

また, ウィルソンの定理より, 次が定義される.

定義 10. 素数 pに対し,

W (p) :=
(p− 1)! + 1

p

をウィルソン商という. また, 合同式

(2) W (p) ≡ 0 (mod p)

を満たす素数 pを, ウィルソン素数という.

そこで, ∀a ∈ Z (0 ≤ a < p)に対し, 合同式 (2)を一般化した合同式

(3) W (p) ≡ a (mod p)

を満たす素数pを考え,このpがどのような分布を示すのかを調べることを本論文の後半の

目標とした. 本論文では,素数 p (< 200000)に対し,合同式 (3)を満たす a ∈ Z (0 ≤ a < p)

を求め, 点 (p, a)としてプロットしたグラフを作成し, 次の予想を立てた.

予想 1. ∀a ∈ Z (a ≥ 0)に対し,

∃p (> a) :素数 s.t. W (p) ≡ a (mod p)

となる.

さらに, 特定の aに対して素数 pの範囲を 1000000未満まで広げ, 予想の検証を行って

いる.
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